
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
に
お
け
る

鑑
賞
に
関
す
る
実
践
的
研
究

神

野

雄

二

一

は
じ
め
に

『高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
﹄﹁
第
二
章

第
七
節

芸
術

第
二
款

各
科
目
﹂﹁
第
一

〇
～
一
二
﹂
に
お
け
る
﹁
書
道
Ⅰ
～
書
道
Ⅲ
﹂
の
目
標
は
︑
生
涯
学
習
を
視
野
に
入
れ
つ

つ
︑
書
の
伝
統
と
文
化
に
対
す
る
一
層
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
︒
そ
し

て
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
︑
こ
れ
ま
で
以
上
に
鑑
賞
指
導
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
︒

ま
た
︑
各
科
目
に
わ
た
る
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
は
︑
言
語
活
動
の
充
実

に
加
え
て
︑﹁
地
域
や
学
校
の
実
態
に
応
じ
て
︑
文
化
施
設
︑
社
会
教
育
施
設
︑
地
域
の
文

化
財
等
の
活
用
﹂
や
︑
学
校
図
書
館
等
の
活
用
︑
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
を
生
か
し
た
幅
広
い
学
習
を
通
し
た
生
徒
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
工
夫
を
し
た

指
導
が
求
め
ら
れ
て
い
る
︒

郷
土
に
関
係
あ
る
文
化
人
や
芸
術
作
品
を
取
り
上
げ
︑
鑑
賞
の
教
材
に
す
る
こ
と
は
︑

書
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
育
む
と
同
時
に
︑
書
に
対
す
る
伝
統
と
文
化
を
尊
重
す
る
態

度
を
育
て
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
︒

こ
れ
ま
で
は
芸
術
科
書
道
で
は
表
現
中
心
の
指
導
が
行
わ
れ
︑
鑑
賞
指
導
が
な
さ
れ
た

と
し
て
も
︑
生
涯
教
育
・
生
涯
学
習
を
見
据
え
た
指
導
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
︒

今
後
︑
地
域
的
特
色
を
研
究
し
︑
そ
れ
を
書
写
書
道
教
育
に
有
効
に
活
か
す
た
め
の
教
材

開
発
は
重
要
だ
ろ
う
︒

本
稿
で
は
︑
地
域
教
材
資
料
︵
郷
土
資
料
︶
を
使
用
し
て
の
鑑
賞
の
た
め
の
実
践
教
育

を
行
い
︑
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
に
お
け
る
鑑
賞
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
も

の
で
あ
る
︒

二

熊
本
に
関
わ
る
地
域
教
材
の
基
礎
資
料
・
文
献

熊
本
の
書
写
書
道
の
地
域
教
材
に
係
わ
る
主
た
る
基
礎
資
料
・
文
献
を
挙
げ
る
︒
こ
れ

ら
以
外
で
は
︑
新
聞
記
事
や
雑
誌
等
の
逐
次
刊
行
物
が
あ
る
が
︑
当
時
の
時
事
情
報
を
得

る
に
最
適
な
情
報
源
で
あ
る
︒
幾
ら
か
の
例
外
を
除
い
て
は
社
会
事
象
を
忠
実
に
報
告
し

て
お
り
︑
後
代
に
お
い
て
史
的
資
料
と
し
て
貴
重
な
文
献
と
な
る
︒
た
だ
保
存
と
な
る
と

量
と
紙
の
劣
化
の
問
題
が
あ
る
︒
最
近
で
は
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
化
が
進
み
閲
覧
が
容
易

に
な
っ
て
き
た
︒
数
著
に
つ
い
て
多
少
の
注
解
を
施
し
て
お
く
︒

・﹃
稿
本
肥
後
文
教
史
﹄︵
下
田
一
喜
著
︑
第
一
書
房
︑
一
九
八
一
年
六
月
︶︵
復
刻
︶

・﹃
肥
後
藩
の
教
育

藩
校
﹁
時
習
館
学
﹂
入
門
︱
寺
子
屋
・
私
塾
・
藩
校
の
実
情
﹄

(堤
克
彦
著
︑
ト
ラ
イ
︑
二
〇
一
四
年
五
月
︶

・﹃
熊
本
県
史

総
説
編
﹄︵
熊
本
県
︑
一
九
六
五
年
六
月
︶

・﹃
図
説
熊
本
県
の
歴
史
﹄︵
河
出
書
房
新
社
︑
一
九
九
七
年
一
一
月
︶

・﹃
熊
本
県
の
歴
史
﹄︵
松
本
寿
三
郎
他
著
︑
山
川
出
版
社
︑
一
九
九
九
年
四
月
︶

・﹃
熊
本
県
大
百
科
事
典
﹄︵
熊
本
日
日
新
聞
社
︑
一
九
八
二
年
四
月
︶

熊
本
県
に
関
す
る
人
文
科
学
・
社
会
科
学
・
自
然
科
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
項
目
を
盛
り

込
ん
だ
郷
土
百
科
事
典
︒
人
物
の
略
歴
を
知
る
の
に
最
適
で
あ
る
︒

・
『新
熊
本
市
史
﹄
全
二
一
巻
︵
新
熊
本
市
史
編
纂
委
員
会
︑
一
九
九
六
年
～
二
〇
〇
二
年
︶

・﹃
熊
本
大
学
六
十
年
史
﹄︵
国
立
大
学
法
人
熊
本
大
学
︑
二
〇
一
二
年
一
〇
月
︶

・﹃
永
青
文
庫
叢
書
細
川
家
文
書
中
世
編
﹄︵
熊
本
大
学
文
学
部
附
属
永
青
文
庫
研
究
セ
ン

タ
ー
編
︑
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
一
〇
年
五
月
︶

・﹃
熊
本
研
究
文
献
目
録
人
文
編
Ⅰ
～
Ⅳ
﹄︵
熊
本
県
企
画
開
発
部
文
化
企
画
室
編
︑
一
九

九
〇
年
三
月
～
一
九
九
四
年
三
月
︶

一
九
四
五
年
八
月
か
ら
一
九
八
九
年
九
月
ま
で
に
熊
本
県
内
で
発
行
さ
れ
た
雑
誌
か

ら
︑
論
文
・
記
事
な
ど
を
採
録
し
た
も
の
で
︑
採
録
さ
れ
た
文
献
は
六
〇
〇
〇
件
余

り
で
あ
る
︒﹁
人
物
﹂
の
項
目
に
熊
本
の
人
物
の
参
考
資
料
が
記
載
さ
れ
て
い
る
︒

・﹃
熊
本
県
郷
土
人
物
文
献
目
録
﹄︵
熊
本
県
立
図
書
館
編
︑
一
九
九
一
年
三
月
︶

熊
本
に
縁
の
あ
る
人
物
一
三
二
七
名
に
関
し
て
の
目
録
で
︑
参
考
と
な
る
文
献
を
探

す
こ
と
が
で
き
る
︒

・﹃
肥
後
の
人
物
も
の
が
た
り
﹄︵
熊
本
県
教
育
振
興
会
編
︑
一
九
八
八
年
一
二
月
︶

・﹃
熊
本
の
人
物
﹄︵
鈴
木
喬
編
著
︑
熊
本
の
風
土
と
こ
こ
ろ
シ
リ
ー
ズ
第
三
集
二
五
︑
熊

本
日
日
新
聞
社
︑
一
九
八
二
年
一
一
月
︶

・﹃
熊
本
県
人
﹄︵
渡
辺
京
二
著
︑
新
人
物
往
来
社
︑
一
九
七
三
年
六
月
︶
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一

熊
本
大
学
教
育
実
践
研
究

熊
本
大
学
教
育
学
部

第
三
二
号
︑
一
一
四
︱
一
二
二
︑
二
〇
一
五



・﹃
異
風
者
伝

近
代
熊
本
の
人
物
群
像
﹄︵
井
上
智
重
著
︑
熊
本
日
日
新
聞
社
︑
二
〇
一

二
年
一
月
︶

・﹃
熊
本
の
文
学
碑
﹄︵
能
暘
石
編
著
︑
熊
本
日
日
新
聞
社
︑
二
〇
〇
八
年
六
月
︶

熊
本
の
全
県
下
の
文
学
碑
の
拓
本
集
で
︑
著
者
本
人
が
熊
本
県
内
を
回
っ
て
拓
本
を

採
取
し
た
も
の
で
︑
収
録
数
五
〇
〇
基
を
超
え
る
︒
ま
さ
に
労
作
で
あ
り
地
域
資
料

︵
郷
土
資
料
︶
と
し
て
価
値
が
あ
る
︒

・﹃
く
ま
も
と
文
学
紀
行
﹄︵
熊
本
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会
︑
二
〇
〇
五
年
五

月
︶

・﹃
阿
蘇
の
文
学
﹄︵
中
村
青
史
監
修
︑
阿
蘇
の
司
ビ
ラ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
︑
一
九
八
九
年
七

月
︶

・﹃
民
友
社
の
文
学
﹄︵
中
村
青
史
著
︑
三
一
書
房
︑
一
九
九
五
年
一
二
月
︶

・﹃
熊
本
の
美
と
心
﹄︵
熊
本
日
日
新
聞
社
︑
一
九
八
四
年
六
月
︶

・﹃
郷
土
に
於
け
る
書
の
調
査
研
究
﹄︵
熊
本
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
書
道
部
会
︑
一
九

七
一
年
八
月
︶

・﹃
熊
本
県
の
美
術
﹄︵
熊
本
県
立
美
術
館
︑
一
九
九
五
年
三
月
︶

・﹃
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｏ

ｔ
ｏ

Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｏ
﹄︵
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｏ

ｔ
ｏ

Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｏ
編
集
室
︶

三

鑑
賞
教
材
の
理
解
の
た
め
の
解
説
資
料
四
種

郷
土
に
関
係
あ
る
偉
人
・
芸
術
作
品
を
取
り
上
げ
︑
鑑
賞
の
題
材
に
活
用
す
る
こ
と
は
︑

書
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
育
む
と
同
時
に
︑
郷
土
に
対
す
る
愛
好
の
念
を
深
め
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
︒
ま
た
生
涯
に
亘
っ
て
書
を
尊
重
す
る
心
情
と
書
の
伝
統
と
文
化
を
重
ん

じ
る
態
度
を
育
て
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
こ
う
︒

郷
土
に
は
郷
土
の
偉
人
が
お
り
︑
ま
だ
世
に
出
て
い
な
い
文
化
人
も
い
る
で
あ
ろ
う
︒

昨
今
︑
情
報
は
瞬
時
に
行
き
交
う
が
︑
本
当
の
意
味
で
の
人
や
時
代
や
風
土
が
理
解
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る
か
ど
う
か
︑
甚
だ
疑
問
で
あ
る
︒
静
か
に
物
を
観
る
︑
そ
し
て
考
え
る
︑

こ
こ
か
ら
し
か
真
実
は
見
え
て
こ
な
い
︒
自
分
が
生
活
し
た
郷
土
を
じ
っ
く
り
観
る
こ
と

は
意
味
が
あ
る
︒﹁
地
方
の
眼
﹂
は
大
切
で
あ
る
︒
私
は
こ
れ
ま
で
鑑
賞
教
育
の
よ
り
よ

い
在
り
方
の
た
め
の
基
礎
研
究
を
進
め
て
き
た

︵
１
)(２
)(３
︶

︒

｢郷
土
の
偉
人
︱
人
と
そ
の
書
︱
﹂
と
し
て
︑
こ
こ
で
は
熊
本
県
に
関
わ
る
四
人
の
偉
人

を
例
に
取
り
上
げ
る
︒
他
に
︑
熊
本
大
学
に
関
わ
る
偉
人
は
参
考
と
し
て
提
示
し
た
︒

地
域
教
材
資
料
を
使
用
し
た
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
に
お
け
る
鑑
賞
の
実
践
に
お
い
て
︑

鑑
賞
教
材
の
参
考
と
し
て
配
布
し
た
解
説
資
料
を
提
示
す
る
︒

１
︑
郷
土
の
偉
人
︵
徳
富
蘇
峰
︱
人
と
そ
の
書
︱
︶

徳
富
蘇
峰
︵
一
八
六
三
︵
文
久
三
︶
一
月
二
五
日
～
一
九
五
七
年
︵
昭
和
三
二
︶
一
一

月
二
日
︶
は
︑
肥
後
国
葦
北
郡
水
俣
郷
︵
熊
本
県
水
俣
市
︶
の
豪
農
徳
富
一
敬
と
久
子
の

長
男
と
し
て
肥
後
国
上
益
城
郡
杉
堂
村︵
現
益
城
町
︶の
母
の
実
家
で
生
ま
れ
る
︒
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
︑
思
想
家
︑
歴
史
家
︑
文
学
者
︑
評
論
家
で
あ
る
︒
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三

つ
の
時
代
に
亘
り
活
躍
し
た
︒
ま
た
︑
政
治
家
と
し
て
も
活
動
し
︑
戦
前
・
戦
中
・
戦
後

の
日
本
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
︒
本
名
は
猪
一
郎
︵
い
い
ち
ろ
う
︶︒
字
は
正
敬
︵
し
ょ

う
け
い
︶︒
筆
名
は
菅
原
正
敬
︵
す
が
わ
ら
・
し
ょ
う
け
い
︶︑
大
江
逸
︑
大
江
逸
郎
︒
蘇

峰
と
号
し
︑
別
号
は
山
王
草
堂
主
人
︑
頑
蘇
老
人
︑
蘇
峰
学
人
︑
銑
研
︑
桐
庭
︑
氷
川
子
︑

青
山
仙
客
︑
伊
豆
山
人
な
ど
︒
生
前
自
ら
定
め
た
戒
名
は
︑
百
敗
院
泡
沫
頑
蘇
居
士
︵
ひ
ゃ

ば
い
い
ん
ほ
う
ま
つ
が
ん
そ
こ
じ
︶︒
熊
本
洋
学
校
か
ら
同
志
社
に
学
び
︑
一
八
八
二
年

帰
省
し
て
大
江
義
塾
を
開
く
︒
民
友
社
を
設
立
し
﹁
国
民
之
友
﹂
を
創
刊
︑
更
に
﹁
國
民

新
聞
﹂
を
創
刊
し
日
本
言
論
界
に
不
動
の
地
位
を
築
く
︒﹁
國
民
新
聞
﹂
を
主
宰
し
︑
歴
史

書
﹃
近
世
日
本
国
民
史
﹄
全
百
巻
を
著
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
︒
文
豪
・
徳
冨
蘆
花
の
兄

に
あ
た
る
︒
享
年
九
五
歳
︒

蘇
峰
の
書
は
︑
外
連
味
の
な
い
潔
さ
に
あ
り
︑
剛
毅
で
あ
る
︒
書
簡
も
同
様
で
︑
肉
太

の
線
で
ぐ
い
ぐ
い
押
し
切
っ
て
い
く
︒﹁
立
春
大
吉
﹂
は
︑
彼
晩
年
九
二
歳
の
書
で
あ
る
︒

そ
の
筆
力
に
は
驚
か
さ
れ
る
︒

父
の
一
敬
︵
か
ず
た
か
又
は
い
っ
け
い
︶
は
︑
熊
本
県
水
俣
市
の
出
身
︒
惣
庄
屋
の
徳

富
美
信
・
直
子
の
長
男
︒
矢
野
久
︵
久
子
︶
と
結
婚
し
た
︒
横
井
小
楠
の
高
弟
︒
通
称
は

太
多
助
︑
太
多
七
︑
淇
水
︵
き
す
い
︶
と
号
す
︒
儒
学
者
︵
朱
子
学
者
︶︑
官
僚
︑
教
育
者

で
︑
明
治
新
政
府
下
の
熊
本
の
政
治
教
育
に
貢
献
し
た
︒

藩
校
時
習
館
に
学
び
︑
の
ち
横
井
小
楠
の
門
下
と
な
る
︒
一
八
五
一
年
帰
郷
し
て
︑
翌

年
葦
北
郡
宰
付
監
察
に
推
挙
さ
れ
︑
民
政
に
尽
力
す
る
︒
維
新
後
︑
一
八
六
九
年
熊
本
藩

奉
行
所
書
記
兼
録
事
と
な
り
︑
藩
政
改
革
に
当
た
っ
た
︒
後
︑
民
政
大
属
と
な
る
︒
廃
藩

置
県
後
︑
熊
本
県
典
事
︑
白
川
県
七
等
出
仕
︑
県
会
議
員
と
な
る
も
病
の
た
め
辞
職
し
た
︒

一
八
八
〇
年
︑
熊
本
に
実
学
党
の
教
育
機
関
で
あ
る
私
立
中
学
校
共
立
学
舎
の
設
立
に

参
加
し
て
︑
漢
学
部
で
教
鞭
を
執
っ
た
︒
一
八
八
二
年
︑
長
男
の
徳
富
蘇
峰
が
開
い
た
大

江
義
塾
で
も
漢
学
を
講
義
し
た
︒
一
八
八
六
年
︑
蘇
峰
に
従
い
一
家
で
上
京
す
る
︒
墓
は

多
摩
霊
園
内
の
徳
富
家
墓
所
に
あ
る
︒
享
年
九
二
歳
︒

｢親
愛
掃
百
邪
﹂
は
︑
淇
水
の
最
晩
年
の
書
で
あ
る
︒
ゆ
っ
た
り
と
し
た
顔
法
に
よ
る
も

神野 雄二
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の
で
︑
儒
学
者
ら
し
い
謹
厳
実
直
な
人
柄
が
よ
く
表
れ
て
い
る
︒
温
和
で
穏
や
か
な
書
風

で
あ
る
︒

次
に
︑
蘇
峰
や
徳
富
家
に
関
す
る
名
所
旧
跡
に
次
の
も
の
が
あ
る
︒

〇
徳
富
蘇
峰
館

同
館
は
︑
徳
富
蘇
峰
の
業
績
を
顕
彰
・
普
及
さ
せ
る
目
的
で
︑
一
九
九
八
年
に
開
館
し

た
︒
彼
の
直
筆
原
稿
・
掛
軸
・
絵
画
・
扁
額
・
書
簡
・
愛
用
品
・
肖
像
写
真
・
著
書
・
研

究
書
・
関
連
雑
誌
等
の
資
料
を
所
蔵
し
︑
約
一
五
〇
点
の
資
料
を
展
示
し
て
い
る
︒
ま
た
︑

映
像
や
検
索
用
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
蘇
峰
の
紹
介
も
行
っ
て
い
る
︒

展
示
室
は
﹁
蘇
峰
と
山
中
湖
﹂﹁
蘇
峰
の
生
涯
﹂﹁
蘇
峰
四
人
の
師
﹂﹁
蘇
峰
の
多
彩
な
交

友
﹂
と
充
実
し
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
︒

山
梨
県
南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野
五
〇
六
-二
九
六

〇
徳
富
蘇
峰
記
念
館

同
館
は
︑
蘇
峰
晩
年
の
秘
書
を
務
め
て
い
た
塩
崎
彦
市
が
︑
蘇
峰
の
一
三
回
忌
に
あ
た

る
一
九
六
九
年
に
二
宮
の
塩
崎
邸
内
に
建
築
し
た
︒
蘇
峰
は
︑
数
多
く
の
書
簡
・
蔵
書
・

揮
毫
・
原
稿
・
遺
品
を
塩
崎
に
託
し
た
︒
塩
崎
は
︑
蘇
峰
の
研
究
に
資
す
る
た
め
に
︑
託

さ
れ
た
多
く
の
近
代
史
の
資
料
を
公
開
す
る
目
的
で
記
念
館
を
建
設
し
た
︒
塩
崎
亡
き
後

は
︑
遺
族
が
﹁
財
団
法
人
徳
富
蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
﹂
を
設
立
し
︑
博
物
館
に
な
っ
た
︒

神
奈
川
県
中
郡
二
宮
町
二
宮
九
六
一
番
地

〇
徳
富
記
念
園

同
園
に
は
︑
旧
居
と
徳
富
記
念
館
と
が
あ
る
︒
約
二
〇
〇
〇
点
に
及
ぶ
資
料
や
遺
品
が

展
示
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
こ
こ
は
︑
蘇
峰
が
生
徒
の
自
治
を
尊
重
す
る
民
主
的
な
学
校
を

目
指
し
た
私
塾
﹁
大
江
義
塾
﹂
跡
地
で
も
あ
る
︒

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
大
江
四
丁
目
一
〇
-三
三

〇
水
俣
市
立
蘇
峰
記
念
館

同
館
は
︑
そ
の
前
身
で
あ
る
淇
水
文
庫
︵
旧
水
俣
市
立
図
書
館
︶
と
し
て
一
九
二
八
年

に
起
工
さ
れ
︑
一
九
三
〇
年
開
館
さ
れ
た
︒

一
九
七
九
年
︑
淇
水
文
庫
は
新
た
に
設
立
さ
れ
た
市
立
図
書
館
へ
と
移
転
し
た
︒
そ
れ

に
伴
い
文
庫
を
改
装
し
︑
一
九
八
三
年
に
﹁
蘇
峰
記
念
館
﹂
と
し
て
開
館
し
た
︒
展
示
は
︑

徳
富
兄
弟
の
蔵
書
や
遺
品
な
ど
約
二
〇
〇
〇
点
を
収
蔵
・
公
開
し
て
い
る
︒

熊
本
県
水
俣
市
陣
内
一
-一
-一

〇
徳
富
蘇
峰
・
蘆
花
の
生
家

生
家
は
︑
一
七
九
〇
年
︑
徳
富
家
中
興
の
祖
徳
富
久
貞
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
︒
一
八
七

〇
年
︑
淇
水
が
熊
本
藩
庁
に
招
か
れ
︑
一
家
が
熊
本
に
移
り
住
む
ま
で
の
八
〇
年
間
︑
徳

富
家
は
こ
の
家
を
居
と
し
た
︒
そ
の
後
︑
一
八
八
九
年
か
ら
は
代
々
西
村
家
の
商
家
︵
屋

号
は
衣
屋
︶
と
し
て
受
け
継
が
れ
た
︒
現
在
の
建
物
は
︑
徳
富
家
時
代
の
三
棟
︵
主
屋
・

蔵
・
は
な
れ
︶
と
︑
西
村
家
時
代
の
二
棟
︵
主
屋
・
蔵
︶
の
五
棟
で
あ
る
︒
坪
庭
は
徳
富

家
時
代
の
も
の
で
あ
る
︒

熊
本
県
水
俣
市
浜
町
二
-六
-五

２
︑
郷
土
の
偉
人
︵
徳
冨
蘆
花
︱
人
と
そ
の
書
︱
︶

徳
冨
蘆
花
︵
一
八
六
八
︵
明
治
元
︶
～
一
九
二
七
︵
昭
和
二
︶︶
は
︑
明
治
大
正
期
の
小

説
家
で
あ
る
︒
名
は
健
次
郎
︒
肥
後
国
(熊
本
県
)葦
北
郡
水
俣
に
︑
徳
富
一
敬
と
久
子
の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
︒
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
︑
思
想
家
︑
歴
史
家
︑
文
学
者
︑
評
論
家
︑

政
治
家
と
し
て
活
躍
し
︑
大
著
﹃
近
世
日
本
国
民
史
﹄
を
著
し
た
徳
富
蘇
峰
︵
一
八
六
三

～
一
九
五
七
︶
は
実
兄
で
あ
る
︒
蘆
花
に
は
賢
兄
に
対
す
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
あ
り
︑

徳
富
の
﹁
富
﹂
を
兄
と
は
異
な
る
﹁
冨
﹂
の
字
で
生
涯
通
し
た
︒
号
に
つ
い
て
は
︑
彼
自

身
が
︑
随
筆
に
﹁﹃
蘆
の
花
は
見
所
と
て
も
な
く
﹄
と
清
少
納
言
は
書
き
ぬ
︒
然
も
其
の
見

所
な
き
を
余
は
却
っ
て
愛
す
る
な
り
﹂
と
由
来
を
記
し
て
い
る
︒
小
説
﹃
不
如
帰
﹄
や
随

筆
﹃
自
然
と
人
生
﹄
な
ど
で
知
ら
れ
る
︒
岩
波
文
庫
版
﹃
自
然
と
人
生
﹄
は
︑
明
治
三
三

年
出
版
の
復
刻
本
で
︑
蘆
花
の
書
跡
が
手
軽
に
見
ら
れ
る
︒
ま
た
愛
用
の
蔵
書
印
﹁
千
歳

村

徳
冨
﹂
は
︑
蘆
花
自
筆
を
彫
ら
し
た
も
の
で
あ
る
︒
同
書
掲
載
の
﹁
風
景
画
家
コ
ロ

オ
﹂
は
︑
蘆
花
の
芸
術
観
が
見
ら
れ
る
︒
こ
の
こ
と
は
︑
改
め
て
述
べ
た
い
︒
私
達
書
家

に
と
っ
て
書
論
は
大
切
だ
が
︑
文
学
論
や
画
論
に
も
っ
と
耳
を
貸
す
べ
き
だ
ろ
う
︒
享
年

五
八
歳
︒

熊
本
市
内
に
徳
富
記
念
園
が
あ
り
︑
こ
こ
は
明
治
三
年
か
ら
兄
弟
が
幼
少
時
代
を
過
ご

し
た
徳
富
旧
邸
で
あ
る
︒
蘇
峰
が
明
治
一
五
年
か
ら
一
九
年
ま
で
設
立
し
た
︑
生
徒
の
自

治
を
尊
重
す
る
民
主
的
な
学
校
を
目
指
し
た
私
塾
﹁
大
江
義
塾
﹂
の
旧
跡
で
あ
る
︒
大
江

義
塾
か
ら
︑
中
国
革
命
に
尽
く
し
た
宮
崎
滔
天
な
ど
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
た
︒
蘆
花
は
︑

明
治
九
年
一
〇
月
︑
神
風
連
の
乱
が
勃
発
し
た
時
︑
旧
邸
の
中
二
階
か
ら
炎
上
す
る
町
並

み
を
目
撃
し
︑﹁
恐
ろ
し
き
一
夜
﹂
に
そ
の
様
子
を
記
し
て
い
る
︒
同
園
に
は
︑
旧
居
と
資

料
館
と
が
あ
る
︒
資
料
館
に
は
徳
富
兄
弟
関
係
の
遺
品
や
著
書
・
書
簡
な
ど
を
多
数
展
示

し
て
い
る
︒
ま
た
︑
庭
の
一
角
に
蘇
峰
の
師
新
島
襄
が
ア
メ
リ
カ
土
産
に
贈
っ
た
カ
タ
ル

パ
の
木
が
あ
る
︒
館
長
の
話
に
よ
る
と
︑
原
木
は
す
で
に
枯
れ
︑
今
四
世
で
あ
る
と
の
こ

と
︒
裏
手
に
徳
富
兄
弟
が
使
用
し
た
井
戸
も
残
さ
れ
て
い
る
︒

高等学校芸術科書道における鑑賞に関する実践的研究
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次
に
︑
元
尚
絅
大
学
教
授
能
暘
石
先
生
︵
一
九
二
三
～
二
〇
〇
七
︶
の
﹃
熊
本
の
文
学

碑
﹄
に
︑
熊
本
に
建
碑
さ
れ
た
蘆
花
の
石
碑
を
四
基
挙
げ
る
︒

(１
︶
徳
冨
蘆
花
文
学
碑
︵
菊
池
市
︶・
(２
︶
徳
冨
蘆
花
歌
碑
︵
水
俣
市
湯
の
児
台
地
︶・

(３
︶
徳
冨
蘆
花
文
学
碑
︵
水
俣
市
陣
内
︶・
(４
︶
徳
冨
蘆
花
歌
碑
︵
水
俣
市
日
本
一
長

い
運
動
場
︶

能
先
生
に
︑
生
前
一
度
︑
平
成
一
八
年
熊
本
県
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
文
学
碑
拓
本

展
の
際
お
会
い
し
た
こ
と
が
あ
る
︒
先
生
か
ら
の
ご
依
頼
で
︑
熊
本
大
学
に
あ
る
漱
石
の

像
の
台
座
︑
俳
句
碑
の
写
真
と
寸
法
を
知
り
た
い
と
の
こ
と
で
︑
調
べ
て
お
送
り
し
た
︒

﹃
熊
本
の
文
学
碑
﹄
は
労
作
︑
熊
本
の
全
県
下
の
文
学
碑
の
拓
本
集
で
︑
奥
様
と
と
も
に
県

内
を
回
っ
て
自
ら
拓
本
を
採
取
し
た
も
の
で
︑
収
録
数
五
〇
〇
基
を
超
え
る
︒
能
先
生
は
︑

志
半
ば
で
逝
去
さ
れ
た
が
︑
編
集
委
員
の
尚
絅
大
学
教
授
の
久
多
見
健
先
生
ら
三
名
が
そ

の
意
志
を
引
き
継
が
れ
二
〇
〇
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
︒
こ
の
よ
う
な
業
績
は
地
域
資
料

︵
郷
土
資
料
︶
と
し
て
価
値
が
高
い
︒

蘇
峰
と
蘆
花
の
筆
跡
は
︑﹃
文
士
の
筆
跡
一
作
家
篇
Ⅰ
﹄
全
五
巻
︵
伊
藤
整
編
︑
二
玄
社
︑

一
九
六
八
年
五
月
︶
に
数
点
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒

蘆
花
の
書
は
︑
文
学
者
ら
し
い
と
つ
と
つ
と
し
た
中
に
深
い
味
わ
い
を
見
せ
る
︒
抑
揚

が
あ
り
線
の
太
細
の
変
化
が
著
し
く
︑
横
画
は
右
上
が
り
で
線
質
は
頗
る
強
い
︒
こ
れ
は

蘇
峰
の
筆
跡
と
類
似
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒
一
文
字
を
大
き
く
し
た
り
︑
中
の
一
画
を
太

く
強
調
す
る
が
︑
こ
れ
は
︑
書
簡
・
原
稿
・
短
冊
に
見
ら
れ
︑
彼
の
剛
毅
な
気
質
を
示
す

も
の
と
言
え
よ
う
︒

今
回
︑
蘆
花
を
知
る
た
め
︑
熊
本
市
内
に
あ
る
古
書
店
を
訪
れ
た
︒
郷
土
の
人
を
知
る

た
め
に
は
︑
ま
ず
す
る
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
そ
し
て
古
書
目
録
の
調
査
も
欠
か
せ
な
い
︒

熊
本
で
は
︑
舒
文
堂
と
天
野
屋
書
店
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
舒
文
堂
は
古
書
目
録
を
刊
行

し
て
お
り
︑﹃
九
州
の
郷
土
史
﹄︵﹃
舒
文
堂
古
書
目
録
二
九
号
﹄︑
一
九
九
九
年
︶
に
︑
蘆

花
の
書
簡
が
三
通
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒
蘆
花
の
折
帖
の
揮
毫
を
見
せ
て
い
た
だ
き
︑﹁
蘇

峰
に
比
べ
る
と
︑
蘆
花
の
資
料
は
極
端
に
少
な
く
︑
一
〇
〇
分
の
一
だ
﹂︑﹁
蘇
峰
晩
年
は
︑

秘
書
が
書
を
揮
毫
し
て
い
た
﹂︑﹁
以
前
は
︑
三
島
由
紀
夫
も
来
て
静
か
に
古
書
を
見
て
購

入
し
て
い
っ
た
﹂
と
か
︑
店
主
と
の
話
は
興
味
が
尽
き
な
い
︒
地
方
の
研
究
は
︑
地
方
に

利
あ
り
︑
か
︒
も
っ
と
地
方
文
化
の
掘
り
起
し
が
な
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
︒

３
︑
郷
土
の
偉
人
︵
宮
本
武
蔵
︱
人
と
そ
の
書
︱
︶

宮
本
武
蔵
︵
一
五
八
四
︵
天
正
一
二
︶
～
一
六
四
五
︵
正
保
二
︶
六
月
一
三
日
︶
は
︑

江
戸
時
代
初
期
の
剣
術
家
で
兵
法
家
と
し
て
著
名
で
あ
る
︒
名
字
は
宮
本
︑
ま
た
は
新
免
︑

通
称
は
武
蔵
︑
幼
名
は
辨
助
︒
二
天
︑
二
天
道
楽
と
号
す
︒
二
刀
を
用
い
る
二
天
一
流
兵

法
の
開
祖
と
し
て
天
下
無
双
の
呼
び
声
が
高
い
︒
ま
た
︑
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
﹃
鵜
図
﹄・﹃
枯
木
鳴
鵙
図
﹄・﹃
紅
梅
鳩
図
﹄
の
水
墨
画
や
︑
黒
漆
塗
の
鞍
・
木
刀
な
ど

の
工
芸
品
を
残
し
て
い
る
︒
享
年
六
四
歳
︒

武
蔵
に
関
わ
る
物
語
は
︑
巌
流
島
の
戦
い
な
ど
が
江
戸
時
代
か
ら
脚
色
さ
れ
て
大
衆
文

芸
作
品
の
歌
舞
伎
︑
浄
瑠
璃
︑
講
談
な
ど
の
題
材
に
さ
れ
た
︒
一
九
三
〇
年
代
︑
吉
川
英

治
が
朝
日
新
聞
に
小
説
﹃
宮
本
武
蔵
﹄
を
連
載
し
︑
剣
士
武
蔵
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
に
広

く
定
着
し
す
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
私
は
東
京
時
代
︑
武
蔵
五
日
市
に
住
ん
で
い
た
が
︑
吉

川
英
治
記
念
館
が
青
梅
に
あ
り
何
度
か
尋
ね
た
︒
風
光
明
媚
で
吉
川
氏
が
ま
る
で
そ
こ
に

坐
し
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
さ
え
覚
え
た
︒
ま
た
漫
画
家
井
上
雄
彦
氏
に
よ
る
﹃
バ
ガ
ボ
ン

ド
﹄
は
︑
原
作
は
︑
吉
川
英
治
の
小
説
﹃
宮
本
武
蔵
﹄
に
よ
る
漫
画
で
︑
一
九
九
八
年
か

ら
﹃
モ
ー
ニ
ン
グ
﹄
で
連
載
が
開
始
さ
れ
好
評
を
博
し
た
︒
井
上
氏
は
熊
本
大
学
で
学
ば

れ
て
い
る
︒
二
〇
〇
九
年
四
月
︑
熊
本
市
現
代
美
術
館
で
﹁
井
上
雄
彦

最
後
の
マ
ン
ガ
展

重
版
[熊
本
版
]最
後
の
武
蔵
﹂
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
︒
ま
た
熊
本
近
代
文
学
館
で
は

例
年
﹁
武
蔵
忌
句
会
﹂
を
開
催
し
て
い
る
︒
武
蔵
忌
︵
二
天
忌
︶
を
季
語
に
俳
句
を
作
る

句
会
で
︑
私
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
︒
句
会
に
出
席
す
る
た
び
に
︑
俳
句
の
難
し

さ
︑
正
岡
子
規
の
偉
大
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
て
い
る
︒

武
蔵
の
著
し
た
﹃
五
輪
書
﹄
は
兵
法
書
で
︑
代
表
的
な
著
作
で
あ
る
︒
自
筆
本
で
あ
る

原
本
は
焼
失
し
た
と
さ
れ
︑
細
川
家
本
・
楠
家
旧
蔵
本
・
九
州
大
学
本
な
ど
の
写
本
で
伝

え
ら
れ
る
︒
一
六
四
三
年
か
ら
一
六
四
五
年
に
か
け
て
︑
熊
本
県
熊
本
市
近
郊
の
金
峰
山

に
あ
る
霊
巌
洞
に
お
い
て
︑
死
の
直
前
ま
で
執
筆
さ
れ
た
と
さ
れ
る
︒
ま
た
武
蔵
の
死
後

に
弟
子
に
よ
り
創
作
さ
れ
た
と
い
う
説
も
あ
る
︒
兵
法
書
だ
が
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

お
り
奥
深
い
︒
過
日
霊
巌
洞
に
足
を
運
ん
だ
が
︑
現
在
は
有
明
海
を
見
下
ろ
す
み
か
ん
畑

に
囲
ま
れ
た
景
勝
地
に
あ
り
︑何
か
異
様
な
雰
囲
気
の
あ
る
岩
洞
で
あ
る
︒﹃
五
輪
書
﹄﹁
水

之
巻
七
﹂
の
一
節
﹁
千
日
の
稽
古
を
鍛
と
し
︑
万
日
の
稽
古
を
錬
と
す
︒
能
々
吟
味
有
る

べ
き
も
の
也
﹂
は
︑
身
に
つ
ま
さ
れ
る
︒

武
蔵
が
熊
本
を
訪
れ
た
の
は
︑
寬
永
一
七
年
︵
一
六
四
〇
︶︑
五
七
歳
の
頃
で
細
川
忠
利

公
に
仕
え
た
︒
三
百
石
の
客
分
待
遇
で
︑
千
葉
城
跡
に
居
宅
を
与
え
ら
れ
た
︒
以
後
︑
一

六
四
五
年
初
夏
に
没
す
る
ま
で
の
晩
年
五
年
間
を
熊
本
で
過
ご
し
た
︒
熊
本
は
武
蔵
終
焉

神野 雄二
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の
地
で
あ
る
︒
こ
の
間
に
﹃
五
輪
書
﹄
や
﹃
兵
法
三
十
五
箇
条
﹄
な
ど
を
著
し
︑
茶
・
禅
・

書
画
三
昧
の
日
々
を
送
っ
た
︒
武
蔵
は
書
画
人
と
し
て
も
秀
れ
︑
鋭
い
気
迫
あ
る
作
品
は
︑

日
本
の
水
墨
画
史
上
に
特
異
な
位
置
を
占
め
て
い
る
︒

私
が
広
島
か
ら
熊
本
に
来
た
頃
︑
ち
ょ
う
ど
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
﹁
宮
本
武
蔵
﹂
が
放

映
さ
れ
て
お
り
︑
不
思
議
に
武
蔵
と
自
分
を
だ
ぶ
ら
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
︒
ま
た
篆
刻
を

刻
す
時
︑
武
蔵
の
剣
の
如
く
一
刀
で
刻
せ
ぬ
も
の
か
と
考
え
た
︒
熊
本
に
は
︑
武
蔵
に
係

わ
る
遺
跡
が
多
い
が
︑
中
で
も
武
蔵
塚
︵
墓
所
︶
や
霊
巌
洞
は
著
名
︒
ま
た
島
田
美
術
館

や
永
青
文
庫
は
武
蔵
の
遺
品
を
多
く
伝
え
る
︒
武
蔵
の
書
画
は
︑
剣
豪
の
書
で
︑
墨
の
濃

淡
が
美
し
く
︑
澄
み
渡
っ
た
線
は
魅
力
に
富
む
︒
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
の
武
蔵
と
小
次

郎
の
巌
流
島
の
決
闘
シ
ー
ン
の
ロ
ケ
が
天
草
牛
深
市
の
茂
串
海
岸
で
撮
影
さ
れ
た
が
︑
何

と
も
美
し
い
砂
浜
で
あ
る
︒

４
︑
郷
土
の
偉
人
︵
種
田
山
頭
火
︱
人
と
そ
の
書
︱
︶

種
田
山
頭
火
︵
一
八
八
二
︵
明
治
一
五
︶
一
二
月
三
日
～
一
九
四
〇
︵
昭
和
一
五
︶
一

〇
月
一
一
日
︶
は
︑
自
由
律
俳
句
を
詠
ん
だ
著
名
な
俳
人
の
一
人
で
あ
る
︒
本
名
は
種
田

正
一
︒
山
口
県
防
府
市
の
大
地
主
だ
っ
た
種
田
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
︒
漂
泊
行
乞

の
中
に
身
を
置
い
た
︒
荻
原
井
泉
水
に
師
事
し
︑
尾
崎
放
哉
は
良
き
ラ
イ
バ
ル
だ
っ
た
︒

生
涯
一
万
数
千
句
の
俳
句
を
書
き
遺
し
た
︒
昭
和
一
四
年
︵
一
九
三
九
︶︑
松
山
市
に
移
住

し
﹁
一
草
庵
﹂
を
結
庵
︒
翌
年
︑
こ
の
庵
で
生
涯
を
閉
じ
た
︒
享
年
五
八
歳
︒

熊
本
と
愛
媛
に
関
連
の
放
浪
漂
白
の
俳
人
種
田
山
頭
火
を
取
り
あ
げ
て
み
た
い
︒

実
は
︑
私
は
現
在
山
頭
火
が
住
居
を
構
え
て
い
た
近
く
に
住
ん
で
い
る
︒
彼
が
こ
の
附

近
を
散
策
し
て
い
た
の
で
は
と
想
像
す
る
と
︑
そ
れ
だ
け
で
何
と
も
楽
し
い
︒

彼
の
熊
本
で
の
足
跡
を
精
し
く
述
べ
る
紙
幅
は
な
い
︒
概
略
を
記
す
︒
山
頭
火
は
一
九

一
六
年
︑
友
人
を
頼
っ
て
妻
子
と
熊
本
へ
移
る
︒
同
年
︑
熊
本
市
下
通
り
町
一
丁
目
に
て

古
書
店
︵
後
︑
額
縁
店
︶﹁
雅
楽
多
書
房
﹂
を
開
業
︒
熊
本
市
内
で
泥
酔
し
︑
路
面
電
車
を

止
め
た
逸
話
も
あ
る
︒

一
九
三
一
年
︑
熊
本
市
春
竹
琴
平
町
に
貸
室
の
二
階
一
室
を
借
り
︑﹁
３
８
９
居
﹂
と
称

し
て
︑
自
炊
生
活
を
す
る
︒
ま
た
個
人
誌
﹃
三
八
九
﹄︵
さ
ん
ぱ
く
︶
を
発
行
す
る
︒
こ
こ

が
︑
私
が
一
〇
数
年
住
ん
で
い
る
住
居
と
目
と
鼻
の
先
で
あ
る
︒

彼
の
書
は
︑
俳
人
の
書
で
あ
り
︑
俳
句
の
呼
吸
が
そ
の
ま
ま
書
に
表
現
さ
れ
て
い
る
︒

言
葉
の
持
つ
強
さ
で
あ
ろ
う
︒
借
り
物
で
は
︑
感
興
が
湧
き
に
く
い
︒
見
れ
ば
山
頭
火
と

わ
か
る
書
で
あ
る
こ
と
が
︑
心
憎
い
︒
そ
し
て
自
然
で
な
ま
め
か
し
い
︒
俳
句
書
や
俳
画

は
︑
も
っ
と
研
究
す
れ
ば
浮
世
絵
に
匹
敵
す
る
日
本
の
墨
芸
術
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
︒
卒
意
の
書
︑
こ
こ
に
書
の
命
が
あ
る
︒

二
〇
一
〇
年
四
月
︑
愛
媛
松
山
の
山
頭
火
終
焉
の
地
﹁
一
草
庵
﹂
を
尋
ね
た
︒
こ
ろ
り

と
死
ぬ
こ
と
を
望
み
夢
か
な
っ
た
彼
が
何
と
も
羨
ま
し
い
︒

四

地
域
教
材
を
使
用
し
て
の
臨
書
と
鑑
賞

前
掲
の
﹁
三

鑑
賞
教
材
の
理
解
の
た
め
の
解
説
資
料
四
種
﹂
と
と
も
に
︑
郷
土
資
料

を
用
い
た
書
道
教
育
を
考
え
る
た
め
に
︑
鑑
賞
と
臨
書
の
資
料
と
し
て
︑
次
の
四
点
の
図

版
資
料
を
配
布
し
た
︒
質
問
は
︑
以
下
の
二
点
で
あ
る
︒
被
験
者
は
︑
熊
本
大
学
教
育
学

部
の
書
写
・
書
道
を
履
修
す
る
国
語
科
の
学
生
一
〇
名
で
あ
る
︒
回
答
を
分
析
し
今
後
の

教
科
書
教
材
の
在
り
方
を
探
っ
て
み
た
い
︒

質
問
①

地
域
教
材
資
料
︵
郷
土
資
料
︶
を
芸
術
科
書
道
へ
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
か
︑
学
習

指
導
要
領
を
踏
ま
え
考
え
る
こ
と
を
述
べ
な
さ
い
︒

質
問
②

熊
本
に
関
係
す
る
地
域
教
材
資
料
︵
郷
土
資
料
︶
を
学
習
し
て
︑
ま
た
臨
書
し
て
考
え

た
こ
と
を
述
べ
な
さ
い
︒

郷
土
資
料
を
用
い
た
書
道
教
育
を
考
え
る
た
め
に
次
の
四
点
の
作
品
資
料
の
臨
書
を

行
っ
た
︒

(１
︶
徳
富
蘇
峰
﹁
立
春
大
吉
﹂︵
行
書
立
軸
︶

(２
︶
徳
冨
蘆
花
﹁
短
冊
二
点
﹂︵
短
冊
︶

(３
︶
宮
本
武
蔵
﹁
戦
気
﹂︵
行
書
立
軸
︶

(４
︶
種
田
山
頭
火
﹁
分
け
入
っ
て
も
分
け
入
っ
て
も
青
い
山
﹂︵
短
冊
︶

質
問
①
に
対
す
る
回
答

〇
現
在
の
芸
術
科
書
道
に
お
い
て
︑
学
習
者
に
馴
染
み
の
あ
る
書
道
教
材
で
︑
基
礎
的
な

表
現
を
体
得
し
︑
そ
の
基
礎
的
な
表
現
を
踏
ま
え
た
上
で
︑
学
習
者
が
自
分
な
り
の
表

現
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
︑
が
求
め
ら
れ
て
い
る
︒
そ
う
し
て
︑
培
っ
た
学
習
態
度
が
︑

学
習
者
に
と
っ
て
生
涯
学
習
の
土
台
を
作
っ
て
い
く
よ
う
望
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

こ
こ
で
︑
一
つ
目
に
問
題
と
な
る
の
が
︑
学
習
者
に
馴
染
み
が
あ
り
︑
か
つ
︑
名
筆

高等学校芸術科書道における鑑賞に関する実践的研究
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と
謳
わ
れ
て
い
る
書
道
教
材
を
い
か
に
し
て
見
つ
け
る
か
︑
と
い
う
こ
と
が
あ
る
︒
二

つ
目
は
︑
書
の
基
礎
的
な
表
現
を
体
得
し
︑
そ
こ
に
表
現
者
の
自
由
な
営
み
が
あ
る
こ

と
を
学
習
者
に
ど
う
感
じ
取
ら
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
こ
の
二
つ
の
問
題
を
ク

リ
ア
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
が
郷
土
資
料
で
あ
る
︒

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
︑
調
べ
て
み
る
と
︑
一
度
は
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な

名
だ
た
る
書
家
が
存
在
し
て
い
る
︒
芸
術
科
書
道
に
お
い
て
︑
そ
の
よ
う
な
ビ
ッ
グ

ネ
ー
ム
に
出
会
う
学
習
者
は
そ
の
人
物
に
書
家
と
い
う
側
面
が
あ
る
こ
と
を
知
れ
ば
︑

学
習
意
欲
が
増
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
︑
自
分
の
出
身
地
に
縁
が
あ
る
と
思
え
ば
︑
自
分

の
住
ん
で
い
る
地
域
の
文
化
に
対
し
て
も
興
味
が
湧
い
て
く
る
だ
ろ
う
︒
書
写
と
違
い
︑

鑑
賞
を
主
軸
と
し
た
芸
術
科
書
道
で
は
︑
臨
書
を
す
る
上
に
お
い
て
︑
そ
の
書
の
解
釈

も
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
︒

郷
土
資
料
の
芸
術
科
書
道
で
の
活
用
は
︑
自
分
の
地
域
の
理
解
に
資
す
る
ば
か
り
で

な
く
︑
書
の
理
解
を
深
め
︑
表
現
へ
の
興
味
を
学
習
者
に
与
え
る
も
の
な
の
で
あ
る
︒

〇
臨
書
を
す
る
こ
と
で
︑
書
道
と
は
︑
そ
の
人
の
生
き
方
︑
そ
の
時
感
じ
た
こ
と
が
表
現

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
︑
言
葉
の
意
味
を
よ
り
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
た
だ
鑑
賞
す

る
だ
け
で
も
偉
大
な
書
は
理
解
で
き
る
が
︑
せ
っ
か
く
出
会
え
た
の
な
ら
︑
そ
の
書
を

味
わ
い
つ
く
す
た
め
に
も
臨
書
は
こ
の
上
な
い
方
法
で
あ
る
と
思
う
︒

〇
郷
土
資
料
は
︑﹁
書
の
美
と
時
代
︑
風
土
︑
筆
者
な
ど
と
の
か
か
わ
り
﹂
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
た
め
に
︑
非
常
に
有
意
義
な
学
習
材
で
あ
る
と
考
え
る
︒

〇
私
が
︑
郷
土
資
料
を
用
い
る
意
義
と
し
て
取
り
上
げ
る
理
由
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
で

あ
る
︒
一
点
目
は
︑
実
際
に
直
に
作
品
に
触
れ
な
が
ら
︑
書
に
つ
い
て
学
べ
る
と
い
う

点
で
あ
る
︒
ま
ず
は
︑
歴
史
的
に
書
家
と
し
て
評
価
の
あ
る
王
羲
之
や
顔
真
卿
の
書
を

学
べ
ば
よ
い
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
︒
し
か
し
︑
生
徒

た
ち
の
取
っ
つ
き
や
す
さ
に
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
︒
郷
土
資
料
で
あ
る

な
ら
ば
︑
自
分
に
身
近
な
テ
ー
マ
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
︑
生
徒
た
ち
も
惹
か
れ
る
点
は

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
熊
本
の
偉
人
で
あ
れ
ば
宮
本
武
蔵
が
大
き
い
︒
も
ち
ろ

ん
徳
富
蘇
峰
や
種
田
山
頭
火
の
作
品
も
挙
げ
ら
れ
る
︒

も
う
ひ
と
つ
の
点
と
し
て
は
︑
書
の
独
自
性
を
学
べ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
︒
郷
土
資
料
の
書
の
中
に
は
書
風
な
ど
に
捉
わ
れ
て
い
な
い
独
自
性
の
あ
る
作

品
が
多
く
存
在
す
る
と
思
う
︒
そ
う
い
っ
た
も
の
に
触
れ
る
こ
と
で
︑
自
分
の
中
で
の

個
性
あ
る
書
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
る
︒

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
︑
郷
土
資
料
の
活
用
に
は
①
実
際
に
身
近
な
作
品
に

触
れ
な
が
ら
︑
書
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
②
教
科
書
だ
け
で
は
な
か

な
か
育
て
に
く
い
独
自
性
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
︑
と
い
う
点
で
優
れ
て
い
る
と
言
え

そ
う
で
あ
る
︒
ポ
イ
ン
ト
は
現
在
の
教
科
書
で
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
焦

点
を
当
て
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思
う
︒

〇
学
習
指
導
要
領
に
は
﹁
伝
統
﹂
に
関
わ
る
記
述
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
が
︑
こ
れ
ら
を

通
し
て
芸
術
科
書
道
へ
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
︒
例
え
ば
ま
ず
︑
地
域

と
い
う
面
に
目
を
向
け
て
み
る
︒
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
態
に
あ
わ
せ
て
︑
文
化
施
設

や
社
会
教
育
施
設
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
︒
そ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の
地

域
の
書
家
が
書
き
残
し
た
作
品
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
そ
れ
ら
を
ま
ず
は
自

分
で
臨
書
し
て
み
る
こ
と
が
大
事
だ
︒
す
る
と
︑
当
時
書
家
が
書
い
て
い
た
も
の
を
通

し
て
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
り
︑
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
書
い
て
い
た
か
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
る
︒
そ
う
す
る
こ
と
で
そ
の
自
分
自
身
の
地
域
理
解
へ
も
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
︒

〇
今
回
熊
本
に
ま
つ
わ
る
偉
人
の
書
を
臨
書
し
て
み
て
︑
鑑
賞
と
実
際
に
臨
書
す
る
と
い

う
二
つ
の
工
程
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
感
じ
た
︒
ま
ず
鑑
賞
す
る
こ
と
で
趣
が
分
か
る
︒

そ
こ
か
ら
臨
書
す
る
こ
と
で
︑
当
時
偉
人
達
が
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
を
も
っ
て
書
い
た

か
疑
似
体
験
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
る
の
だ
︒
自
分
た
ち
の
故
郷
に
ど
の
よ
う
な
人
物

が
い
た
の
か
︑
そ
れ
は
た
だ
見
る
だ
け
︑
聞
く
だ
け
で
は
縁
遠
い
時
代
の
話
に
な
る
が
︑

実
際
に
自
分
で
調
べ
て
み
た
り
書
い
て
み
る
こ
と
で
不
思
議
と
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

〇
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
書
活
動
を
行
え
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
︒
学
習
指
導
要
領
の

﹁
第
三
款
﹂﹁
各
科
目
に
わ
た
る
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
﹂
に
お
い
て
﹁
２

︵
２
︶﹂
の
項
に
は
︑﹁
各
科
目
の
特
質
を
踏
ま
え
︑
地
域
や
学
校
の
実
態
に
応
じ
て
︑
文

化
施
設
︑
社
会
教
育
施
設
︑
地
域
の
文
化
財
等
の
活
用
を
図
っ
た
り
︑
地
域
の
人
材
の

協
力
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
﹂
と
記
載
さ
れ
て
い
る
︒
書
と
い
う
の
は
書
家
の
み
が
書

く
も
の
で
は
な
い
︒
私
た
ち
す
べ
て
の
人
が
文
字
を
書
き
︑
書
に
携
わ
っ
て
い
る
と
い

え
る
︒
こ
う
い
っ
た
書
道
の
特
性
を
考
え
る
と
︑
書
家
が
書
い
た
書
に
触
れ
る
だ
け
で

な
く
︑
各
方
面
で
活
躍
し
た
文
人
た
ち
が
残
し
た
書
に
触
れ
る
こ
と
も
ひ
と
つ
の
書
の

神野 雄二
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学
習
と
い
え
る
だ
ろ
う
︒
そ
こ
で
︑
学
習
指
導
要
領
に
も
あ
る
と
お
り
︑
地
域
の
文
化

財
の
教
材
利
用
が
効
果
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

地
域
の
郷
土
資
料
を
教
材
と
し
て
用
い
る
利
点
は
主
に
二
つ
あ
る
と
考
え
る
︒

一
つ
目
の
利
点
は
︑
実
際
に
そ
の
地
へ
足
を
運
び
︑
そ
の
目
で
実
物
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
そ
の
地
域
に
ゆ
か
り
の
文
人
た
ち
で
あ
れ
ば
︑
そ
の
地

に
記
念
館
や
旧
跡
な
ど
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
︒
私
た
ち
が
生
活
す
る
近
く
に

あ
り
︑
実
際
に
書
か
れ
た
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
︑
鑑
賞
の
点
か
ら

も
非
常
に
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
︒
写
真
で
見
た
だ
け
で
は
作
品
の
大
き
さ
が
ど
れ
ほ

ど
の
も
の
で
あ
る
か
︑
墨
の
濃
淡
や
紙
の
材
質
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒
実
物

を
鑑
賞
す
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
書
が
持
つ
時
代
︑
歴
史
︑
筆
者
の
息
遣
い
ま
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
︒

二
点
目
は
︑
郷
土
の
歴
史
︑
文
人
︑
文
化
な
ど
の
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
︒
熊
本
の
郷
土
の
文
人
と
し
て
代
表
的
な
人
物
で
は
︑
徳
富
蘇
峰
︑

宮
本
武
蔵
︑
種
田
山
頭
火
ら
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
︒
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
︑
出
版
界
︑

武
芸
︑
俳
諧
の
道
で
大
き
な
功
績
を
遺
し
た
人
物
で
あ
る
︒
彼
ら
の
書
に
触
れ
る
こ
と

は
彼
ら
が
生
き
た
人
生
︑
時
代
な
ど
知
る
こ
と
も
そ
の
鑑
賞
で
あ
る
と
い
え
る
︒
ま
た
︑

郷
土
に
関
係
す
る
馴
染
み
の
あ
る
土
地
の
文
化
財
は
︑
学
習
指
導
要
領
に
も
あ
る
﹁
書

を
愛
好
す
る
心
情
﹂
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

質
問
②
に
対
す
る
回
答

こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
上
︑
宮
本
武
蔵
の
書
の
臨
書
に
対
す
る
回
答
の
み
を
取
り
上
げ
︑

他
は
略
す
る
︒

〇
彼
の
書
の
中
で
も
︑﹁
戦
気
﹂
は
見
た
も
の
を
圧
倒
す
る
よ
う
な
迫
力
を
持
っ
た
書
で
あ

る
︒
紙
面
に
堂
々
と
放
た
れ
た
字
は
︑
思
い
切
り
の
良
さ
だ
け
で
成
し
得
た
も
の
か
と

感
じ
さ
せ
つ
つ
︑
臨
書
を
す
れ
ば
︑
そ
の
一
画
目
か
ら
た
だ
な
ら
な
い
厳
し
さ
を
帯
び

た
字
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
︒
書
の
み
に
し
て
︑
書
く
者
を
圧
倒
さ
せ
る
︒
彼
の
実
在

し
た
と
き
の
猛
々
し
さ
に
思
い
を
馳
せ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
る
︒
二
画
目
も
一

画
目
と
同
じ
太
さ
で
力
強
く
は
ら
う
こ
と
で
三
画
目
へ
と
つ
な
げ
る
︒
ま
る
で
人
や
木

を
な
ぎ
払
う
か
の
よ
う
だ
︒
そ
し
て
︑﹁
戦
﹂
の
字
の
中
央
を
右
斜
め
上
に
駆
け
上
が
る

の
は
︑
こ
の
字
の
迫
力
の
要
だ
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
︒﹁
気
﹂
の
字
で
は
︑﹁
戦
﹂

と
同
じ
位
に
気
高
さ
は
感
じ
さ
せ
る
も
の
の
︑﹁
戦
﹂
の
迫
力
そ
の
ま
ま
に
と
い
う
の
で

は
な
く
て
︑
少
し
静
け
さ
が
滲
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
趣
を
呈
し
て
い
る
︒﹁
戦
﹂
も

﹁
気
﹂
も
宮
本
武
蔵
の
気
位
の
高
さ
と
︑
猛
々
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
書
で
あ
る
︒

〇
宮
本
武
蔵
は
︑
江
戸
時
代
初
期
の
剣
術
家
で
あ
る
︒
二
刀
流
で
あ
る
二
天
一
流
兵
法
の

開
祖
で
あ
る
と
と
も
に
︑
多
く
の
水
墨
画
や
書
を
残
し
て
い
る
︒
熊
本
に
は
︑
寛
永
十

七
年
よ
り
︑
細
川
忠
利
公
に
仕
え
る
剣
客
と
し
て
身
を
寄
せ
て
い
る
︒

彼
の
書
を
臨
書
し
て
考
え
た
こ
と
は
︑
と
て
も
荒
々
し
く
︑
豪
快
な
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
︒
一
目
見
た
だ
け
で
も
わ
か
る
そ
の
力
強
さ
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
︒

中
で
も
︑﹁
戦
﹂
の
字
の
右
斜
め
下
に
伸
び
る
一
番
長
い
画
が
︑
こ
の
書
の
全
体
を
象
徴

し
て
い
る
と
感
じ
た
︒
と
て
も
力
強
く
︑
大
き
く
︑
長
く
書
か
れ
て
お
り
︑
見
る
者
に

強
い
印
象
を
与
え
て
い
る
︒
実
際
に
臨
書
し
て
い
る
時
も
︑
い
つ
も
よ
り
も
か
な
り
強

め
に
筆
を
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
︒

や
は
り
︑
剣
豪
で
あ
り
︑
幾
度
も
の
死
線
を
く
ぐ
り
抜
け
て
き
た
宮
本
武
蔵
だ
か
ら

こ
そ
︑
こ
の
よ
う
な
荒
々
し
く
︑
豪
快
な
書
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
︒
し
か
し
︑
た

だ
荒
々
し
い
だ
け
で
は
な
い
︒
そ
の
荒
々
し
さ
︑
豪
快
さ
を
︑
均
衡
の
取
れ
た
字
形
に

上
手
く
抑
え
つ
つ
表
現
し
て
い
る
と
も
感
じ
た
︒
大
き
な
動
き
を
静
め
︑
美
し
い
文
字

の
中
に
抑
え
て
い
る
︑
こ
こ
に
武
蔵
が
辿
り
つ
い
た
剣
の
境
地
が
書
に
表
現
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
︒

〇
こ
こ
で
は
︑
熊
本
の
郷
土
資
料
の
臨
書
を
行
っ
た
感
想
を
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
う
︒

ま
ず
は
︑
宮
本
武
蔵
の
書
で
あ
る
︒
私
は
︑
宮
本
武
蔵
の
﹁
戦
気
﹂
と
い
う
字
の
臨
書

を
行
っ
た
︒
そ
の
上
で
最
初
に
感
じ
た
こ
と
は
︑
剣
豪
ら
し
い
言
葉
選
び
で
あ
る
︒
生

涯
一
度
も
負
け
た
こ
と
が
な
い
熊
本
に
来
て
霊
厳
洞
に
籠
り
﹃
五
輪
書
﹄
を
記
し
た
と

言
わ
れ
る
宮
本
武
蔵
に
は
︑
武
士
と
し
て
の
力
強
さ
︑
逞
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒﹁
戦
気
﹂
と
い
う
二
字
の
中
に
も
︑
そ
の
気
迫
が
伝
わ
っ
て

く
る
作
品
で
あ
る
と
感
じ
た
︒

〇
宮
本
武
蔵
の
﹁
戦
気
﹂
を
見
た
と
き
に
感
じ
た
の
が
﹁
男
ら
し
さ
﹂
で
あ
る
︒
そ
れ
は

熊
本
で
い
う
﹁
も
っ
こ
す
﹂
と
い
う
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
︒
書
い

た
と
き
の
感
想
は
︑
個
人
的
に
一
番
好
き
な
書
だ
っ
た
︒
と
て
も
潔
さ
が
あ
り
か
っ
こ

い
い
書
で
あ
る
︒
宮
本
武
蔵
自
体
剣
豪
だ
っ
た
と
い
う
の
も
影
響
し
て
い
る
の
か
︑
一

画
一
画
が
切
り
込
む
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
︒
字
の
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
面
で
も
︑﹁
戦
﹂

の
作
り
部
分
の
は
ね
を
少
し
長
め
に
書
い
て
い
る
の
が
と
て
も
特
徴
的
で
あ
っ
た
︒
こ

高等学校芸術科書道における鑑賞に関する実践的研究
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こ
を
長
く
す
る
こ
と
で
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
に
大
き
く
影
響
し
て
く
る
た
め
︑
臨
書
す
る

際
︑
特
に
注
意
し
た
点
で
あ
る
︒

〇
宮
本
武
蔵
は
天
下
無
双
の
剣
豪
と
し
て
名
高
い
が
︑﹁
戦
気
﹂
の
ほ
か
﹁
鵜
図
﹂
な
ど
の

水
墨
画
も
多
数
残
し
て
お
り
︑
書
画
人
と
し
て
も
す
ぐ
れ
た
一
面
が
あ
る
︒﹁
戦
気
﹂
は

宮
本
武
蔵
の
豪
傑
ぶ
り
を
あ
ら
わ
し
た
か
の
よ
う
な
書
で
あ
る
︒﹁
戦
﹂
の
字
は
読
め

る
も
の
の
﹁
気
﹂
の
字
は
馴
染
み
の
な
い
字
形
で
あ
り
︑
画
数
︑
書
き
順
な
ど
も
一
見

す
る
と
わ
か
ら
な
い
︒
今
回
書
い
た
臨
書
の
中
で
は
一
番
難
し
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
︒

し
か
し
︑宮
本
武
蔵
は
マ
ン
ガ
な
ど
で
も
題
材
に
な
る
ほ
ど
有
名
な
人
物
で
あ
り
︑佐
々

木
小
次
郎
と
の
巌
流
島
の
決
戦
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
︒
し
か
し
そ
の
書
を
目
に

す
る
機
会
は
少
な
い
︒
今
回
宮
本
武
蔵
は
こ
の
よ
う
な
字
を
書
い
て
い
た
の
か
と
思
い

を
は
せ
な
が
ら
臨
書
が
で
き
︑
書
道
教
育
と
し
て
の
生
徒
の
興
味
関
心
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
︒

学
生
に
提
示
し
た
臨
書
教
材
は
︑
郷
土
の
文
化
人
と
い
う
親
近
感
か
ら
か
︑
実
に
生
き

生
き
と
臨
書
さ
れ
て
い
た
︒
地
域
教
材
な
ら
で
は
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
︒
ま
た
質
問
へ
の

学
生
の
回
答
か
ら
︑
地
域
の
郷
土
資
料
を
使
用
し
た
鑑
賞
指
導
は
︑
生
涯
に
わ
た
り
書
を

愛
好
す
る
心
情
を
育
て
︑
感
性
を
高
め
磨
く
上
に
お
い
て
︑
よ
り
有
効
性
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
が
理
解
で
き
た
︒
郷
土
資
料
に
よ
る
書
写
書
道
教
育
の
授
業
実
践
は
︑
我
が
国
の
伝

統
的
で
豊
か
な
言
語
文
化
を
認
識
し
︑
ま
た
文
字
文
化
を
尊
重
し
︑
親
し
ん
で
い
く
態
度

を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
ひ
い
て
は
書
を
愛
好
す
る
心
情
を
育
て
る
大
き
い
要
因
に

な
り
う
る
で
あ
ろ
う
︒

今
後
は
こ
れ
ま
で
の
狭
い
鑑
賞
指
導
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
︑
時
代
に
適
応
し
た
教
材

の
開
発
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
︒

五

お
わ
り
に

鑑
賞
教
育
の
研
究
は
︑
漸
進
し
て
き
て
は
い
る
も
の
の
︑
更
な
る
実
践
研
究
の
成
果
と

蓄
積
が
課
題
で
あ
ろ
う
︒
鑑
賞
教
材
と
し
て
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
を
提
示
す
る
か
な

ど
そ
の
一
つ
と
い
え
る
︒
今
後
地
域
的
特
色
の
教
材
の
研
究
を
進
め
︑
そ
れ
を
書
写
書
道

教
育
に
有
効
に
活
か
す
た
め
の
教
材
開
発
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
︒

郷
土
の
偉
人
の
書
ま
た
身
近
に
あ
る
文
字
資
料
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
︑
手
書
き
文
字

文
化
の
重
要
性
を
理
解
さ
せ
る
方
法
と
し
て
最
適
で
あ
る
と
言
え
る
︒

そ
れ
は
︑
大
学
と
地
域
・
社
会
と
の
連
携
や
地
域
の
独
自
性
等
を
考
え
る
こ
と
に
繋
が

り
︑
書
写
書
道
教
育
の
教
材
開
発
な
ど
の
書
の
基
礎
研
究
に
な
り
う
る
︒
ま
た
書
写
書
道

教
育
に
関
す
る
新
た
な
資
料
・
文
献
や
書
教
育
者
を
発
掘
顕
彰
し
て
い
く
こ
と
に
も
繋
が

る
︒
更
に
地
域
の
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
︒
そ
の
意
味
か
ら
も
︑

名
所
旧
跡
︑
地
方
の
図
書
館
︑
文
書
館
︑
博
物
館
な
ど
の
文
化
施
設
は
︑
今
後
更
に
そ
の

存
在
意
義
は
高
ま
っ
て
い
こ
う
︒

こ
こ
で
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
に
お
け
る
鑑
賞
教
育
の
在
り
方
を
考
え
る
た
め
の
一
つ

の
提
案
を
し
て
み
た
い
︒
教
科
書
に
︑
各
都
道
府
県
の
地
域
の
郷
土
資
料
を
﹁
書
で
見
る

郷
土
資
料
鑑
賞
マ
ッ
プ
﹂
と
し
て
作
成
し
︑
解
説
文
を
付
す
︒
熊
本
県
で
い
え
ば
︑
宮
本

武
蔵
の
書
な
ど
は
好
ま
し
い
も
の
と
言
え
よ
う
︒

こ
れ
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の
狭
い
鑑
賞
指
導
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
︑
鑑
賞
指
導
の
現
状

の
改
善
を
期
し
て
︑
魅
力
に
富
ん
だ
教
材
を
創
出
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
︒
そ
し
て
生

涯
に
わ
た
っ
て
文
字
文
化
を
重
視
し
︑
さ
ら
に
文
字
文
化
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
ろ
う
︒

毛
筆
に
よ
る
書
写
書
道
教
育
の
学
習
実
践
は
︑
我
が
国
の
伝
統
的
で
豊
か
な
言
語
文
化

を
認
識
し
︑
ま
た
文
字
文
化
を
尊
重
し
︑
親
し
ん
で
い
く
態
度
を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
︒
今
ま
さ
に
毛
筆
書
写
書
道
教
育
の
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お
り
︑
特
に
次

世
代
を
担
う
青
少
年
の
育
成
は
急
務
と
い
え
る
︒

今
後
は
︑
他
の
地
域
教
材
を
用
い
た
実
践
研
究
を
進
め
て
み
た
い
︒
そ
し
て
︑
郷
土
の

偉
人
の
更
な
る
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
︑
各
時
期
各
地
域
の
当
該
関
係
の
文
献
・
資
料

を
集
成
し
︑
組
織
的
・
体
系
的
・
学
的
に
研
究
を
深
め
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
︒
そ
れ
は
︑

わ
が
国
の
書
写
書
道
教
育
の
特
色
︑
ま
た
地
域
の
独
自
性
等
を
考
え
る
こ
と
に
繋
が
り
︑

書
写
書
道
教
育
の
教
科
内
容
の
開
拓
と
教
材
開
発
な
ど
の
書
の
基
礎
研
究
に
な
り
う
る
も

の
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
︒

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
︑
永
青
文
庫
︑
熊
本
県
立
図
書
館
・
近
代
文
学
館
︑
熊
本

市
立
図
書
館
に
は
資
料
の
閲
覧
の
便
を
図
っ
て
頂
く
と
と
も
に
︑
懇
切
な
ご
教
示
を
賜
っ

た
︒
こ
こ
に
記
し
て
︑
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
︒

︻
注
︼

︵
１
︶

・﹁
特
別
寄
稿

熊
大
の
昔
と
今
︵
１
︶
︱
夏
目
漱
石
︱
﹂︵﹃
会
報
﹄
八
六
号
︑
熊
本
大
学
教
育
学
部
同

窓
会
︑
二
〇
一
三
年
︶

・﹁
特
別
寄
稿

熊
大
の
昔
と
今
︵
２
︶
︱
小
泉
八
雲
︱
﹂︵﹃
会
報
﹄
八
七
号
︑
熊
本
大
学
教
育
学
部
同

神野 雄二
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窓
会
︑
二
〇
一
四
年
︶

・﹁
私
の
郷
土
の
偉
人
④

嘉
納
治
五
郎
﹂︵﹃
千
書
万
香
﹄
第
一
九
号
︵
萱
原
書
房
︑
二
〇
一
四
年
九

月
︶

・﹁
熊
本
大
学
で
教
鞭
を
執
ら
れ
た
書
道
教
官
に
つ
い
て
﹂︵﹃
国
語
国
文
研
究
と
教
育
﹄
第
五
三
号
︑
熊

本
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
︑
二
〇
一
五
年
二
月
︶

︵
２
︶

・﹁
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
に
お
け
る
鑑
賞
指
導
に
関
す
る
研
究
﹂︵﹃
国
語
国
文
研
究
と
教
育
﹄
第
五

二
号
︑
熊
本
大
学
教
育
学
部

国
文
学
会
︑
二
〇
一
四
年
二
月
︶

︵
３
︶

・﹁
二
︑
芸
術
論
︱
﹃
千
書
万
香
﹄・﹃
永
和
﹄﹂︵
神
野
大
光
著
﹃
神
野
大
光
の
世
界
︱
書
・
篆
刻
作
品
集

︱
﹄
創
想
舎
︑
二
〇
一
三
年
三
月
︶

・
神
野
雄
二
著
﹃
書
写
書
道
教
育
論
考
﹄︵
創
想
舎
︑
二
〇
一
五
年
三
月
出
版
︑
印
刷
中
︶

︻
主
要
参
考
文
献
︼

・
加
藤
達
成
監
修
﹃
書
写
・
書
道
教
育
史
資
料
﹄︵
東
京
法
令
出
版
株
式
会
社
︑
一
九
八
四
年
︶

・﹃
書
写
・
書
道
教
育
研
究
﹄
第
一
号
～
二
九
号
︑︵
全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
︑
一
九
八
七
～
二
〇

一
四
年
︶

・
海
後
宗
臣
等
編
﹃
日
本
教
科
書
大
系
・
近
代
編

第
二
七
巻

(習
字
)﹄︵
講
談
社
︑
一
九
七
八
年
一
二
月
︶

・
井
上
敏
夫
編
﹃
国
語
教
育
史
資
料
﹄﹁
第
二
巻
教
科
書
史
﹂︵
東
京
法
令
出
版
株
式
会
社
︑
一
九
八
一
年

四
月
︶

・
久
米
公
著
﹃
書
写
書
道
教
育
要
説
﹄︵
萱
原
書
房
︑
一
九
八
九
年
一
月
︶

・
富
田
富
貴
雄
著
﹃
史
的
観
点
に
基
づ
く
書
写
教
育
の
研
究
﹄︵
大
学
教
育
出
版
︑
一
九
九
六
年
六
月
︶

・﹃
国
語
科
教
育
学
研
究
の
成
果
と
展
望
Ⅱ
﹄︵
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
編
著
︑
学
芸
図
書
︑
二
〇
一
三

年
三
月
︶

・
下
田
章
平
・
齋
木
久
美
﹁
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
に
お
け
る
鑑
賞
指
導
と
そ
の
展
開
﹂︵﹃
茨
城
大
学
教

育
実
践
研
究
﹄
第
三
二
号
︑
二
〇
一
三
年
一
一
月
︶

高等学校芸術科書道における鑑賞に関する実践的研究
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